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日本WHO協会理事
一般社団法人大阪府医師会　会長

加納 康至 （かのう やすし）

　「すべての人々に健康を」—世界保健機関
（WHO）が掲げるこの理念は、国境・文化・社
会制度の違いを超え、普遍的な価値を持つもので
す。日本ＷＨＯ協会が長年にわたりその理念を国
内に広め、国際的な保健活動との橋渡しを担って
こられたことに、心より敬意を表します。
　新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけ
が変更となってから3年が経過しましたが、感染
症の脅威が瞬時に世界規模へと拡散し、社会生活
や経済活動に深刻な影響を及ぼしたことはご承
知のとおりです。
　コロナ禍では大阪府においても、医療提供体制
の逼迫や市民生活の制約など、数々の困難を経験
しました。しかしながら同時に、医師会をはじめ
とする医療関係者、行政、地域社会が一体となり、
危機を乗り越えるために協力し合う姿勢が育ま
れたことは、大きな財産です。
　また、近年は感染症のみならず、生活習慣病や
高齢化に伴う慢性疾患、さらには精神的健康の課
題など、私たちが直面する健康問題は多岐にわた
ります。これらは一国のみで解決できるもので
はなく、国際的な知見の共有と協働が不可欠です。
WHOが推進する「ユニバーサル・ヘルス・カバ
レッジ（UHC）」の理念は、まさにその方向性を
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示すものであり、医師会としても地域医療の充実を
通じてその実現に寄与してまいりたいと考えてい
ます。
　大阪は古来より「天下の台所」と呼ばれ、商業と
文化の交流の拠点として発展してきました。多様な
人々が集い、互いに学び合い、支え合う土壌を持つ
この地から、国際的な保健活動に積極的に参画する
ことは、歴史的にも自然な流れであると感じていま
す。
　今後、気候変動や新興感染症、社会的格差など、
健康を脅かす要因はさらに複雑化することが予想
されます。そのような時代にあって、医師会の使命
は単に診療を行うことにとどまらず、社会全体の健
康を守るための政策提言や啓発活動へと広がって
います。日本WHO協会との連携を深め、国際的な
視野を持ちながら地域医療を支えることこそ、課せ
られた責務と考えています。貴会のご理解とご協力
を重ねてお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただき
ます。
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